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(57)【要約】
【課題】　コントラスト比視野角依存性による画質の低
下を、色づきなく低減することのできる液晶表示装置を
提供すること。
【解決手段】　一対の基板と、前記一対の基板に挟持さ
れた液晶層と、前記一対の基板の少なくとも一方に形成
され、前記液晶層に電界を印加するための電極群と前記
一対の基板の外側に貼付される一対の偏光層とからなる
液晶パネルと、前記液晶パネルの背面に配置する光源ユ
ニットからなる液晶表示装置において、前記一対の偏光
層のうち、光源ユニットと液晶層の間の基板に貼付され
た偏光層を、偏光を示す層が少なくとも二種類の層で構
成し、液晶層側に配置される第一層を負の一軸性を示す
偏光層で形成し、第二層を正の一軸性を示す偏光層で形
成する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の基板と、該一対の基板に挟持された液晶層と、前記一対の基板の少なくとも一方
に形成され、前記液晶層に電界を印加するための電極群と、前記一対の基板の外側に貼付
される一対の偏光層とからなる液晶パネルと，
　前記液晶パネルの背面に配置する光源ユニットとからなる液晶表示装置において，
　前記一対の偏光層のうち、前記光源ユニットと前記液晶層の間の前記基板に貼付された
前記偏光層を、偏光を示す層が少なくとも二種類の層によって構成し，
　前記液晶層側に配置される第一層を負の一軸性を示す偏光層で、第二層を正の一軸性を
示す偏光層で構成したことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　一対の基板と、該一対の基板に挟持された液晶層と、前記一対の基板の少なくとも一方
に形成され、前記液晶層に電界を印加するための電極群と、前記一対の基板の外側に貼付
される一対の偏光層とからなる液晶パネルと，
　前記液晶パネルの背面に配置する光源ユニットとからなる液晶表示装置において，
　前記一対の偏光層を、偏光を示す層が少なくとも二種類の層で構成し，
　前記液晶層側に配置される第一層を負の一軸性を示す偏光層で、第二層を正の一軸性を
示す偏光層で構成したことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　前記偏光板の第一層と第二層の偏光層の間に配置される層は，
　光学的にほぼ等方性であり、面内及び厚み方向の複屈折位相差が観察されない程度に小
さいものである請求項１又は２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記負の一軸性偏光層は，
　異常光屈折率が常光屈折率よりも小さい二色性色素分子が面内の一方向に配向しており
、分子の二色性発色官能基によって光を吸収する軸が分子長軸に対してほぼ垂直に近い角
度に結合しており，
　前記正の一軸性偏光層は、異常光屈折率が、垂直である常光屈折率よりも大きい分子が
一方向に配向した層であって、分子の吸収軸が分子長軸とほぼ平行にある二色性分子から
なるものである請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記負の一軸性偏光層は，
　４５°斜め方向から入射する光に対する偏光度が前記正の一軸性偏光層よりも高く，
　前記正の一軸性偏光層は，
　前記負の一軸性偏光層より高いものである請求項３に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、視野角特性を向上した偏光層を用いた液晶パネルを有する液晶表示装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイは、これまで表示装置の主流であったＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａ
ｙ　Ｔｕｂｅ、一般にブラウン管と称される）にくらべて薄型軽量にできるという強みに
加え、画質向上技術の進展に伴い、その用途、市場が拡大されてきた。
【０００３】
　近年、デスクトップ型パーソナルコンピューター用のモニター、あるいは印刷やデザイ
ン向け用途のモニター、液晶テレビとしての用途拡大に伴って、良好な色再現性、高いコ
ントラスト比に対する要求が強まっている。
　特に、デジタル放送、ハイビジョン放送によって普及が拡大されている液晶テレビにお
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いては、コントラスト比の視野角特性は非常に重要な特性である。この視野角特性は、斜
め方向から視聴する場合の角度だけを指すのではない。
　例えば、縦横のアスペクト比が９：１６の一般的な液晶テレビを、ハイビジョン放送視
聴に推奨されている３Ｈ（画面縦サイズの３倍の距離）の距離で観視する場合、我々は、
少なくとも３３度（左右方向にプラスマイナス１６．５度）の角度を持った表示を見るこ
とになる。
【０００４】
　もし、画面中央から観るのでなければ、それ以上の角度が左右非対称に発生するし、あ
るいはより臨場感を得ようとして２Ｈの距離で観視すれば、４８度の視野角で画面を見る
ことになる。
　すなわち、正面方向のコントラスト比が角度によって劇的に変化してしまうと、著しく
画質が異なる画面を見ていることになり、画面に対する違和感のみならず、眼精疲労につ
ながる恐れがある。
【０００５】
　液晶表示装置の視野角特性は、ヨウ素や二色性色素を延伸した偏光板の視野角特性と、
液晶層の視野角特性に由来する。視野角特性を改善するため、位相差を持つ光学フィルム
を用いる技術が一般に用いられ、たとえば、下記特許文献１には、位相差フィルムを用い
た横電界方式液晶表示装置が開示されている。
【特許文献１】特開２００５－１２８４９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　一般的な液晶表示装置においては、ポリビニルアルコールをヨウ素で染色、延伸して得
られる偏光板を２枚用いている。この延伸型の偏光板の偏光度は、十分に高く、例えば、
偏光板自身のコントラスト比（一対の偏光板を用いて、偏光軸を平行に２枚配置した場合
の明るさを、偏光軸を直交に２枚配置した場合の明るさで割ることで得られる値）は、１
万以上であることが多い。
【０００７】
　しかしながら、このような偏光板２枚を用いた液晶表示装置として、我々が観察するコ
ントラスト比はその１／１０程度にすぎない。これは、一対の偏光板の間の液晶パネル内
に、入射した偏光を望ましくない偏光状態、部分的に偏光を解消した状態の光に変えてし
まう部材が存在するためである。
【０００８】
　さらにまた、通常用いられるヨウ素延伸型偏光板は、斜め方向から入射された光に対す
る偏光能が極めて低い。液晶表示装置に於いては、極角、方位角を含めてほぼ全方向から
バックライトに光が液晶パネルに入射される。
　このため、偏光板の斜め方向の偏光度が低いという特性は、斜め方向のコントラスト比
を大きく低下させ、結果として、液晶表示装置の斜め方向のコントラスト比は、わずか１
０程度まで低下してしまう。
【０００９】
　引用文献１には、位相差フィルムを用いて、コントラスト比の視野角特性を改善、すな
わち、黒表示における斜め方向の光漏れを低減する手段が開示されている。
　しかしながら、位相差フィルムの役割は、その複屈折性によって入射偏光の位相を変化
させることであり、屈折率の値が波長に強く依存する問題がある。たとえば、波長５５０
ｎｍ（緑）において視野角補償が可能な設計値を用いた場合、その波長から離れた波長で
ある青（４３０ｎｍ以上４８０ｎｍ以下）、赤（６００ｎｍ以上７００ｎｍ以下）の色を
示す波長領域では完全な補償はできず、光が漏れる。
　そのため、シアンやマゼンタの色みが生じることになる。このことは、黒表示の画質を
劣化させることにつがなる。
【００１０】
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　本発明は、偏光板の視野角特性、すなわち黒表示における斜め方向の光漏れを低減した
液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明は、偏光層として、正の一軸性である偏光層と負の
一軸性である偏光層で構成される偏光膜が少なくとも一枚用いられた液晶表示装置の構成
を取っている。
【００１２】
　ここで、正の一軸性とは、光の電場が分子長軸に平行である異常光屈折率が、垂直であ
る常光屈折率よりも大きい分子が一方向に配向した層であって、分子の吸収軸が分子長軸
とほぼ平行にある二色性分子からなる層のことである。
　また、負の一軸性とは、異常光屈折率が常光屈折率よりも小さい分子が一方向に配向し
た層であって、分子の吸収軸が分子長軸に対してラテラルな方向、もしくは垂直に近い角
度にある分子からなる層のことである。
【００１３】
　また、入射面内に振動面（電場ベクトル）があるＰ偏光は異常光屈折率に対応し、入射
面内に垂直な振動（電場ベクトル）を持つＳ偏光は常光屈折率に対応する。
　そして、Ｓ偏光は入射角によらず、電子雲を分子長軸に垂直な方向にひずませるため、
偏光特性は入射角に依存しないが、Ｐ偏光は入射光の角度に強く依存する。
　これは、Ｐ偏光は、垂直入射の場合には光の電場が分子長軸に平行なので、屈折率は異
常光屈折率に対応するが、入射角が９０度になると光の電場が分子長軸に垂直になってし
まうので、常光屈折率となり、その中間の角度では両方の寄与が混ざり、屈折率が角度依
存性を示すためである。
【００１４】
　すなわち、分子長軸とほぼ平行な方向に吸収軸を有する二色性分子からなる偏光層は、
吸収の度合いが入射角に強く依存し、もっとも吸収を強く示すのは垂直入射の場合である
。このことは、入射角が大角になればなるほど、吸収を示さないと言うことになり、結果
として、偏光度が著しく悪化する。
【００１５】
　一方、負の一軸性を示す偏光層を形成する二色性分子は、吸収軸が分子の常光屈折率方
向にあり、角度依存性を示さない。このことは、入射角によらず、ほぼ一定の偏光度を有
することができる。
【００１６】
　しかしながら、負の一軸性を示す偏光層を形成する二色性分子の特徴として、平面的で
分子長軸周りに２回回転軸しか持たない構造をとることが多く、この場合、分子分極率が
ｘｙｚの３方向で異なる値を持ち、常光屈折率として２つの値を取ることになるため、電
子雲が２方向に対してひずむことになる。
　このことは、吸収の絶対値が若干低下し、偏光度が、正の一軸性を示す偏光層における
垂直入射に対する偏光度に比べて不利となる。
【００１７】
　すなわち、正の一軸性を示す偏光層は、垂直入射に対する偏光度は非常に高いが、大角
入射にはほとんど偏光を示さず、負の一軸性を示す偏光層は、入射角に依らずほぼ一定の
偏光度を示すが、偏光度の絶対値があまり高くない、という特徴を示す。
【００１８】
　本発明は、垂直入射に対しては正の一軸性を示す偏光層で、大角入射に対しては負の一
軸性を示す偏光層で偏光を生じさせて、偏光度の視野角依存性を抑制した偏光膜を用いる
ことによって、コントラスト比の視野角特性を向上した液晶表示装置を実現する。
【００１９】
　具体的には、正の一軸性を示す偏光層は、一般的に広く用いられているヨウ素延伸型偏
光板である。
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　これは、ポリビニルアルコール高分子をヨウ素分子で染色しながら延伸することによっ
て、ポリビニルアルコールの主鎖を一方向に並べるとともにヨウ素分子を一方向に配向さ
せて作られる。
　なお、この偏光板においては、ヨウ素が二色性を持つというよりも、ポリビニルアルコ
ールの延伸され一方向に配向した主鎖方向と平行な光の電界が振動分極をもたらし、ヨウ
素系色素に転写されて熱に変動し、吸収されると考えられている。
　また、アゾ系の棒状分子を示す二色性色素等を用いた偏光子は、染料系偏光子として知
られているが、分子長軸方向に吸収軸を持つので、同様に正の一軸性を示す偏光子である
。
【００２０】
　一方、負の一軸性を示す偏光層としては、ＷＯ９７／３９３８０号公報による化合物、
インダンスロン誘導体、ペリレンテトラカルボン酸のジベンズイミダゾール誘導体やナフ
タレンテトラカルボン酸誘導体をスルホン酸化した化合物等が挙げられる。
　また、クロモニック色素として知られるＣ．Ｉ．ダイクレクトブルー６７で代表される
色素がある。これらは、色素の濃度が５～３０重量％程度の水溶液において、リオトロピ
ック液晶相を示すが、材料としてこれらに限定されない。これらは、色素の濃度が５～３
０重量％程度の水溶液において、リオトロピック液晶相を示すので、剪断応力をかけて塗
布することによって色素分子を配向させて偏光層を形成できる。
【００２１】
　なお、リオトロピック液晶相を示す二色性色素を塗布して作成した色素膜が負の一軸性
を示す偏光層になるのではない。たとえば、ジスアゾ系の色素では、剪断応力を用いた塗
布方式の偏光板でも正の一軸性を示す偏光層になる場合もある。
　色素分子の構造と配向方向に依存するのであって、例えば、主鎖に対して側鎖方向に二
色性を有する分子構造を持ち、異常光屈折率が常光屈折率よりも小さい分子構造とした重
合性色素でもよいし、偏光紫外線を照射して得られるタイプの感光性色素膜でもよいし、
配向膜を用いて配向させる方法でもよいし、配向膜を用いて配向させる場合には、必ずし
もクロモニック液晶相でなくてもよい。
【００２２】
　さらにまた、コマンドサーフェスによる自己組織化が挙げられる。たとえば、基板上に
光活性分子を有する層（コマンドサーフェス）を形成し、これに光活性分子が吸収する直
線偏光を照射すると、膜中の光活性分子は照射された偏光軸に対し、その分子長軸が直交
するように再配向する。
　この上に、色素溶液を塗布すると、色素の配向が誘起される。あるいは、色素分子に光
架橋性の官能基を付与するか、光官能性を有し、色素同様にクロモニック液晶相を示す化
合物を添加する等により、偏光紫外線照射によって配向制御と架橋形成を同時に行う方法
も挙げられ、成膜方法には限定されない。
【００２３】
　上記目的を達成する構成例として、たとえば、一方に保護層（たとえばトリアセチルセ
ルロース、シクロオレフィンポリマー）を有するヨウ素延伸型偏光層と、一方に保護層（
面内・厚み方向の複屈折位相差がともに無視できるほどに小さいポリマー）を有する負の
一軸性を示す偏光層（たとえば、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー６７）を、光学的に異方性を
持たない接着剤を用いて貼り合わせた偏光膜を、負の一軸性を示す偏光層を液晶層側にむ
けて、かつ下側偏光膜（観察者側ではなく、背面側）として配置する液晶表示装置の構成
がある。
　このとき、液晶パネルの背面だけでなく前面側に配置してもよい。また、正の一軸性を
示す偏光層として、ヨウ素延伸型ではなく、染料を用いた偏光層でもよい。
【００２４】
　また、別の構成として、正の一軸性を示す偏光層と負の一軸性を示す偏光層の間に、厚
み方向の複屈折位相差が無視できるほどに小さいポリマーを介在させてもよい。
　なお，無視できるほどの複屈折位相差，ほとんど観測されない程度の複屈折位相差とは
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，一般に厚み方向の複屈折位相差を測定するために用いられている測定装置（例えばアク
ソメトリックス）の測定精度限界である値を指す。また、測定精度限界とは，測定値の再
現性，繰り返し精度が悪い場合（例えば繰り返し測定値が50％以上異なる場合）に当ては
まる。絶対値としては，概ね数ｎｍ以下であることが多い。
【００２５】
　別の構成として、それぞれの偏光層を別途形成し、それぞれを貼り付けても良い。偏光
層の間に介在する媒体が面内・厚み方向の複屈折位相差が無視できるほどに小さいこと、
負の一軸性を示す偏光層が液晶パネル側に配置されること、二種の偏光層を複合した偏光
膜を１枚のみ用いる場合は、液晶パネルの背面側（光源ユニット側）に配置すること、複
合偏光膜と液晶パネルの間に介在する媒体には面内の複屈折位相差等の光学的異方性がな
いこと、が基本構成であり、それ以外には限定されない。
　なお、より好ましくは、複合した偏光膜と液晶パネルの間に介在する媒体に於いて、そ
の媒体が、厚み方向の複屈折位相差も無視できるほどに小さい構成である。これによって
、より効果的に視野角補償が可能となる。
【００２６】
　本発明の複合偏光膜は、偏光膜の視野角特性を向上するものであり、液晶表示装置の表
示モードで限定されない。
　ただし、液晶層そのものに視野角特性が強くある場合には、これとは別途、液晶層の視
野角補償の手段が必要である。
　たとえば、本発明の複合偏光膜を用いた、液晶層に電界を印加するための電極群を一対
の基板の一方に配置するＩＰＳ方式では、他の視野角補償の手段は必須ではないが、同電
極を一対の基板の双方に配置し、電圧無印加時に液晶が基板に対し垂直に配向するＶＡ方
式については、液晶層に対する視野角補償の手段を付加することが望ましい。
　以下、これらに対する適用例を説明する。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、コントラスト比の視野角依存性を抑制し、偏光板の視野角特性、すな
わち黒表示における斜め方向への光漏れを抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明を実施するための形態について説明する。
【００２９】
《複合偏光層の構成》
　本発明の偏光層では、正の一軸性である偏光層と負の一軸性である偏光層で構成される
複合偏光膜である。正の一軸性である偏光層は、偏光を発現させる分子の長軸方向である
異常光屈折率が常光屈折率よりも大きく、吸収軸が分子長軸とほぼ平行である分子が一方
向に配向する層であり、負の一軸性である偏光層は、偏光を発現させる分子の常光屈折率
が異常光屈折よりも大きく、吸収軸が常光屈折率とほぼ平行である分子が一方向に配向す
る層である。
　二種の偏光層に介在する媒体（接着剤、あるいは保護層）は、面内、厚み方向ともに光
学的に等方であることが重要である。
【００３０】
　また、垂直入射に対する偏光度は、正の一軸性を示す偏光層が高く、斜め入射特に４５
度以上の大角入射に対しては、負の一軸性である偏光層の偏光度が高い層を複合させるこ
とが重要である。
　これによって、正面方向のコントラスト比は、正の一軸性を示す偏光層によって高い値
が得られ、斜め方向に対しては、負の一軸性を示す偏光層によって保持される偏光度が得
られるため、高いコントラスト比を維持できる。
　なお、大角では正の一軸性を示す偏光層の偏光度は非常に小さくなるが、４５度付近で
は、正の一軸性を示す偏光層と負の一軸正を示す偏光層のそれぞれの偏光度の和が得られ
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るため、高いコントラスト比が得られる。
【００３１】
　次に、本発明の複合偏光層について、具体的な光学特性の特徴を説明する。
　図２に示すようにｘ、ｙ、ｚ軸を定義する。偏光層の吸収軸をｙ軸、偏光軸をｘ軸とし
て、偏光層の面をｘｙ平面とし、ｘｙ平面の鉛直方向をｚ軸とする。すなわち、ｚ軸方向
を正面とし、φ＝０°とし、極角と定義する。また、ｘｙ平面上、ｘ軸からの角度をθと
し、方位角と定義する。
　垂直入射とは、図２におけるｚ軸方向φ＝０度からの入射光である。また、斜め方向の
入射とは、図２における０＜φ＜９０度の入射であり、全方位角方向に対して定義される
。さらに、大角入射とは、φが大きい角度からの入射である。概ね、４５度以上が大角入
射の範囲とする。
【００３２】
　図３は、本発明に係る正の一軸性を示す偏光層を表したものである。偏光度を発現する
分子は、図３に示すようにほぼ棒状に近い分子形状を示し、分子長軸方向が角度依存性を
示す異常光屈折率方向である。
　吸収軸は、異常光軸方向、ｙ軸に発現する。吸収軸が、角度依存性を示す異常光軸であ
るため、吸収度が角度に強く依存し、その結果、偏光度が角度依存性を示してしまう。
【００３３】
　図４は、負の一軸性を示す偏光層を表したものである。
　偏光度を発現する分子は、図４に示すように、平たい円柱状、ペレット状の分子形状を
示し、円柱の面内方向が常光、円柱の高さ方向が異常光軸を示す。
　光を吸収する官能基の遷移モーメントは、常光面ほぼ水平方向にある。常光軸がｚ軸方
向をとるように配向した偏光層において、吸収軸は、ｘ、ｚ軸方向に発現する。そのため
、この偏光層に於いては、ほぼ常に偏光がｙ軸方向にのみ発現することから、偏光度の視
野角依存性が抑制される。
【００３４】
　なお、分子が１軸性である場合、ｘとｚ軸方向の屈折率が等しくなり、偏光度の絶対値
は比較的高くなる。分子が２軸性である場合、個々の分子のｘ軸とｚ軸方向が完全には揃
った配向とはならず（分子内回転のヒンダードローテーションが発生するため）、偏光度
の絶対値自体は、若干低くなる傾向にある。ただし、大角入射に対する偏光度は、正の一
軸性を示す偏光層よりは高くできる。
　また，分子不斉，不斉炭素を有する分子である場合，個々の分子のｘ軸はツイストしな
がら配向する。この場合も同様で，偏光度の絶対値自体は若干低くなる傾向にあるが，偏
光度の角度依存性を抑制する効果がある。
【００３５】
　これらの二種類の偏光層について、それぞれの吸収軸が平行になるように積層したもの
が、本発明の複合偏光層である。
　偏光層を貼り合わせるには、粘着剤とも呼ばれる感圧接着剤を用いる。例えば、アクリ
ル系ポリマーや、シリコーン系ポリマー、ポリエステル、ポリウレタン、ポリエーテルな
どをベースポリマーとして構成される。
　感圧接着剤は、光学的な透明性に優れ、適度の濡れ性や凝集力を保持し、加熱や加湿条
件化で浮きや剥がれ等、剥離を生じないものを選択して用いることが望ましい。
【００３６】
　また、熱による収縮率が偏光層や偏光層を保持するベースフィルムと著しく異ならない
ものを選択することが望ましい。
　なお、アクリル系感圧接着剤においては、一般に、メチル基やエチル基、ブチル基等の
炭素数が２０以下のアルキル基を有するアクリル酸のアルキルエステルと、（メタ）アク
リル酸や（メタ）アクリル酸ヒドロキシエチル等からなる官能基含有アクリル系モノマー
とを、ガラス転移温度が好ましくは２５℃以下、さらに好ましくは０℃以下となるように
配合した、重量平均分子量が１０万以上のアクリル系共重合体が、ベースポリマーとして
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有用とされる。
【００３７】
《各実施例》
　次に、図１、及び図５～図１０を参照して、本発明による液晶表示装置の実施形態を説
明する。各実施例では、上述した複合偏光層を少なくとも１枚用いる。
【００３８】
《第１の実施例》
　本発明の第１の実施例である液晶表示装置の製造について、図１、図５～図８を参照し
て説明する。
　図１は、本発明による液晶表示装置の実施の形態を説明する模式断面図である。
　図１に示すように、第１の実施例にかかる液晶表示装置は、ヨウ素延伸型偏光板１１と
正の一軸性を示す偏光層としてヨウ素延伸型偏光層１２と負の一軸性を示す偏光層１３、
この間に配置する液晶パネル１４、液晶パネルに光を供給する光源ユニット１５、光源ユ
ニットと液晶パネルとの間に配置する光学シート（プリズムシートや拡散板、拡散フィル
ムから構成される）１６とを有する。
　図示していないが、偏光層には、必要に応じて粘着剤や保護層が形成される。
【００３９】
　図５は、本発明による液晶表示装置の実施の形態を説明する一画素付近の模式断面図で
あり、図１の液晶パネル部分をより詳細に示したものである。
　また、図６は、図５のアクティブ基板側をより詳細に示した図である。
　また、図７は、本発明による液晶表示装置の実施の形態を説明するアクティブマトリク
ス基板の一画素付近の構成を示す模式図である。
　一方、図５はカラーフィルター基板の一絵素（本実施例では、Ｒ（赤色），Ｇ（緑色）
，Ｂ（青色）画素の三原色構成）付近の模式図である。
【００４０】
　図５，図６，図７で示すように、アクティブマトリクス基板として基板３１上には、Ｉ
ＴＯ（インジウム－ティン－オキサイド）からなる共通電極（コモン電極）３３が配置さ
れ、Ｍｏ／Ａｌ（モリブデン／アルミニウム）からなる走査電極（ゲート電極）３４、お
よび共通電極配線（コモン配膳）４６がＩＴＯ共通電極に重なるように形成され、この共
通電極３３、ゲート電極３４、および共通電極配線４６を被覆するように窒化珪素からな
るゲート絶縁膜３７が形成されている。
　また、走査電極３４上には、ゲート絶縁膜３７を介してアモルファスシリコンまたはポ
リシリコンからなる半導体膜４１が配置され、アクティブ素子として薄膜トランジスタ（
ＴＦＴ）の能動層として機能する。
【００４１】
　また、半導体膜４１のパターンの一部に重畳するように、Ｃｒ／Ｍｏ（クロム／モリブ
デン）よりなる信号電極（ドレイン電極）３６と画素電極（ソース電極）配線４８が配置
され、これらすべてを被覆するように窒化珪素からなる保護絶縁膜３８が形成されている
。
　また、図６に示すように、保護絶縁膜３８を介して形成されたスルーホール４５を介し
てメタル（Ｃｒ／Ｍｏ）の画素電極（ソース電極）配線４８に接続するＩＴＯ画素電極（
ソース電極）３５が保護絶縁膜３８上に配置されている。
【００４２】
　また、図４から分かるように、平面的には一画素の領域においてＩＴＯ共通電極（コモ
ン電極）３３は平板状に形成されており、ＩＴＯ画素電極（ソース電極）３５が約８度傾
いた櫛歯状に形成されている。対角３２インチ、ＷＸＧＡの画素数を有するアクティブマ
トリクス基板を得た。
【００４３】
　次に、図５、図８に示すように、基板３２上に、東京応化工業（株）製のブラックレジ
ストを用いて、上方であるフォトリソグラフィー法により、塗布、プリベーク、露光、現
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像、リンス、ポストベークの工程を経てブラックマトリクス４４を形成した。
　第１の実施例では、膜厚を１．５μｍとしたが、膜厚は、光学濃度が概ね３以上になる
ように、用いるブラックレジストにあわせればよい。
　次に、カラーレジスト３色を用いて、定法であるフォトリソグラフィー法に従い、塗布
、プリベーク、露光、現像、リンス、ポストベークの工程を経て、カラーフィルターを形
成した。
【００４４】
　第１の実施例では、青が３．０μｍ、緑が２．８μｍ、赤が２．７μｍとしたが、膜厚
は、所望の色純度、もしくは液晶層厚に対して適宜あわせればよい。
　第１の実施例では、ブラックマトリクスは、１画素を取り囲むように形成したが、ＴＦ
Ｔ基板の走査電極３４と重なる領域に形成し、異なる色が重なる領域には形成せず、隣接
し、かつ異なる色のレジストが重なるように形成してもよい。
　次に、平坦化とカラーフィルター層の保護を目的として、新日鐵化学ｖ－２５９を用い
て、オーバーコート層４３を形成した。
　露光は、高圧水銀ランプのｉ線により、２００ｍＪ／ｃｍ２の光量を照射し、次いで２
００℃３０分加熱により形成した。膜厚は、画素上でほぼ１．２～１．５μｍであった。
【００４５】
　次に、柱状スペーサー４７を、感光性樹脂を用いて、定法であるフォトリソグラフィー
法とエッチング処理により、青画素同士に挟まれたブラックマトリクス上に、ほぼ３．９
μｍの高さで形成した。
　なお、柱状スペーサーは、必要に応じて任意の位置に形成でき、本実施例に限定されな
い。また、球状のボールスペーサーを印刷やインクジェット方式等により、選択配置する
方法でもよい。
　ＴＦＴ基板、カラーフィルター基板、それぞれにポリアミック酸ワニスを印刷形成し、
２１０℃３０分の加熱処理を行い、約１００ｎｍの緻密なポリイミド膜からなる配向膜２
２、２３を形成し、ラビング処理した。
【００４６】
　第１の実施例の配向膜材料には、特に限定はなく、たとえば、ジアミンとして２，２－
ビス［４－（ｐ－アミノフェノキシ）フェニルプロパン］、酸蒸す異物としてピロメリッ
ト酸二無水物を用いたポリイミドやアミン成分としてパラフェニレンジアミン、ジアミノ
ジフェニルメタンなどを用い、酸無水物成分として脂肪族テトラカルボン酸二無水物やピ
ロメリット酸に無水物などを用いたポリイミドでもよい。
　第１の実施例では、ラビング法を用いたが、これに限定されることなく、たとえば、光
官能性の配向膜材料を用いて、偏光紫外線照射による配向膜形成であってもよし、ダイヤ
モンドライクカーボンを用いたイオンビーム法であってもよい。液晶配向方向は、図４に
示す走査電極３４の方向、すなわち図面の水平方向とした。
【００４７】
　次に、これらの２枚の基板をそれぞれの液晶配向能を有する配向膜２２．２３を有する
表面を相対させて、周辺部にシール剤を塗布し、液晶パネルを組み立てた。このパネルに
は、誘電率異方性が＋４．０（１ｋＨｚ、２０℃）であり、屈折率異方性が０．０９（波
長５９０ｎｍ、２５℃）のネマティック液晶組成物を封入した。
　なお、第１の実施例においては、液晶の誘電率異方性が負である液晶材料であってもよ
い。その場合には、電界と画素水平方向が４５度以上となるように、画素電極３５を形成
すればよい。
【００４８】
　液晶パネル基板の外側に、偏光膜を直交するように貼付した。その後、駆動回路、光源
ユニットなどを接続して、液晶モジュールとし、液晶表示装置を得た。光源ユニットの構
成は、光源として三波長蛍光管を１２本用いる直下型であり、光源上に、拡散板、拡散シ
ート３枚を配置した。
　なお、光源ユニットの構成は、第１の実施例に限定されない。拡散シートだけでなく、
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集光シートや偏光変換層による光利用効率向上シートを用いる構成であってもよい。
　また、光源では、蛍光管の場合、熱陰極管、冷陰極管のどちらであってもかまわないし
、発光ダイオードや、有機ＥＬ等を光源として用いてもよい。直下型でなく、サイドライ
ト型とする場合には、導光板を用いればよい。
【００４９】
　第１の実施例では、図１に示すように、液晶パネルの前面側偏光板に通常用いられるヨ
ウ素延伸型偏光板を、液晶パネルの背面側（光源ユニット側）に、ヨウ素延伸型偏光層１
２と負の一軸性を示す偏光層１３からなる偏光膜を用いた。
　偏光層１３は、シクロオレフィンポリマーからなる透明なベースフィルムに作成した。
インダンスロン誘導体、ペリレンテトラカルボン酸のジベンズイミダゾール誘導体やナフ
タレンテトラカルボン酸誘導体をスルホン酸化し、クロモニック相を発現するリオトロピ
ック液晶相として、剪断応力を用いて塗布、乾燥後、塩化バリウム水溶液によってイオン
交換により不溶化して形成した。乾燥後の膜厚は約１５０μｍである。
　この層と、ヨウ素偏光層（ポリビリニルアルーコールポリマーをヨウ素で染色・延伸し
たフィルムをトリアセチルセルロースに貼合したフィルム）をアクリル系感圧接着剤を用
いて、吸収軸が平行となるように貼り合わせて、複合偏光層を形成した。シクロオレフィ
ンポリマーは、面内、厚み方向ともに複屈折性をほとんど示さないものをベースフィルム
として用いた。
【００５０】
　第１の実施例における複合偏光層は上述のプロセスで作成したが、本方法に限定されな
い。例えば、負の一軸性を示す偏光層は、ベースフィルムに配向層を設け、配向膜の配向
規制力を利用して作成してもよいし、配向膜上に剪断応力をかけながら塗布しても良い。
　また、正の一軸性を示す偏光層上に直接塗布してもよく、例えば、一般に用いられるヨ
ウ素延伸型偏光板のように、偏光層を透明フィルムでサンドイッチ構造とした偏光層を正
の一軸偏光層として用い、その透明フィルム上に負の一次癖を示す偏光層を剪断応力や配
向膜等の配向規制力を用いて作成してもよい。
　このとき、複合偏光層と貼合する側のベースフィルムは、面内、厚み方向ともに複屈折
性がほとんど計測されないフィルムであることがより好ましい。偏光層と偏光層の間、偏
光層と液晶層の間に複屈折性を生じると、コントラスト比を減少させてしまう場合がある
ためである。
【００５１】
　また、ヨウ素ではなく、染料で染色、延伸して得られた正の一軸偏光層として用いても
良い。また、負の一軸性偏光層として、例えば、ポリスチレンやマレイミドのように、側
鎖として二色性を示す発色団を有する構造とすれば、延伸した負の一軸性偏光層が得られ
る。
【００５２】
　次に、本実施例で作成した液晶表示装置について、コントラスト比の測定を行った。
　この結果、正面方向のコントラスト比が１２００であり、φ＝θ＝４５°におけるコン
トラスト比は１１００を保持した。θ＝０°においては、φ＝７０°においてもコントラ
スト比１０００を保持した。また、全方位、極角方向に於いて、最小となるコントラスト
比は、θ＝４５°、φ＞７０°において３００の部分を生じた。
　また、黒表示に於いて、φ＝θ＝４５°における色度について、ＣＩＥ１９７６ｕ’ｖ
’均等色空間の定義に於いて、正面の色度座標からの二色間の距離Δｕ’ｖ’で示すと、
その値は０．００８であり、人間が色の変化を視認する０．０２より非常に小さい。
【００５３】
《第１の比較例》
　第１の比較例においては、第１の実施例において、負の一軸性を示す偏光層を用いない
液晶表示装置を作成した。最小となるコントラスト比は、θ＝４５°、φ＞７０°におい
て１０であった。
【００５４】
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《第２の比較例》
　第２の比較例においては、第１の実施例において一般的な位相差フィルムを用いた視野
角補償偏光板を用いた場合、最小となるコントラスト比はθ＝４５°、φ＞７０°におい
て１２０、θ＝０°、φ＝７０°においてはコントラスト比５００であり、黒表示におけ
るφ＝θ＝４５°の色度変化はΔｕ’ｖ’＝０．０２５であり、色度の変化を視認した。
【００５５】
《第２の実施例》
　本発明の第２の実施例である液晶表示装置の製造について、図９～図１１を参照して説
明する。
　本発明の第２の実施例においては、第１の実施例における図２と同様の構成を取るが、
液晶パネル内の構造が異なる。
　図９は、本発明による液晶表示装置の第２の実施例を説明するための一画素付近の模式
断面図である。
　また、図１０は、本発明による液晶表示装置の第２の実施例を説明するアクティブマト
リクス基板の一画素付近の構成を示す模式図である。
　さらに、図１１は、カラーフィルター基板の一絵素（本実施例では、青、緑、赤画素の
三原色構成）付近の模式図である。
【００５６】
　図９に示すように、第２の実施例にかかる液晶表示装置は、アクティブマトリクス基板
を構成する基板３１、およびカラーフィルター基板を構成する基板３２として、厚みが０
．７ｍｍである無アルカリガラスを用いている。
　基板３１に形成する薄膜トランジスタ４０は、画素電極３５，信号電極３６，走査電極
３４および半導体膜４１から形成される。走査電極３４は、アルミニウム膜をパターニン
グし、共通電極配線４６および信号電極３６は、クロム膜をパターニングし、画素電極３
５はＩＴＯ膜をパターニングし、走査電極３４以外はジグザグに屈曲した電極配線パター
ンに形成した。その際、屈曲の角度は１２度に設定した。
【００５７】
　なお、電極材料は、本明細書の材料に限定されない。たたとえば、ＩＴＯの代わりに、
透明な導電性物質、ＩＺＯ（インジウムージンクーオキサイド）や、あるいは無機透明導
電物質であってもよい。
　金属電極も、同様に限定されない。ゲート絶縁膜３７と保護絶縁膜３８は窒化珪素から
なり、膜厚はそれぞれ０．３μｍとした。
　次に、フォトリソグラフィー法とエッチング処理により、共通電極配線４６まで約１０
μｍ径の円筒状にスルーホール４５を形成し、その上にアクリル径樹脂を塗布し、２２０
℃、１時間の加熱により、透明で絶縁性のある誘電率約４の層間絶縁膜３９を膜厚約３μ
ｍで形成した。
【００５８】
　その後、約７μｍ径に上記スルーホール部を再度エッチング処理し、その上から共通電
極配線４６と接続する共通電極３３を、ＩＴＯ膜をパターニングして形成した。その際、
画素電極３５と共通電極３３の間隔は７μｍとした。
　さらに、この共通電極３３は、信号電極３６、走査電極３４及び薄膜トランジスタ４０
の上部を覆い、画素を囲むように格子状に形成し、厚さは、約８０μｍとした。対角３２
インチ、ＷＸＧＡの画素を持つアクティブマトリクス基板を構成した。
　次に、基板３２上に、東京応化工業（株）製のブラックレジストを用いて、定法である
フォトリソグラフィー法により、塗布、プリベーク、露光、現像、リンス、ポストベーク
の工程を経て、ブラックマトリクスを形成した。本実施例では、膜厚を１．５μｍとした
が、ＯＤ値が概ね３以上になるように、用いるブラックレジストにあわせればよい。
【００５９】
　第２の実施例においては、ブラックレジストを用いたが、金属層によるブラックマトリ
クスを形成してもよい。
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　次に、各色カラーレジストを用いて、定法であるフォトリソグラフィー法に従い、塗布
、プリベーク、露光、現像、リンス、ポストベークの工程を経てカラーフィルターを形成
した。
　第２の実施例においては、青が３．０μｍ、緑が２．８μｍ、赤が２．７μｍとしたが
、膜厚は、所望の色純度、もしくは液晶層厚に対して適宜あわせればよい。
　第２の実施例では、定法であるフォトリソグラフィー法によってカラーフィルターを形
成したが、これに限定されることなく、たとえば、印刷法やインクジェット法、ドライフ
ィルム法、転写法等々、種々のプロセスで形成したカラーフィルターを用いてよい。
【００６０】
　次に、平坦化とカラーフィルター層の保護を目的として、新日鐵化学製Ｖ－２５９を用
いてオーバーコート層４３を形成した。露光は、高圧水銀ランプのｉ線により、２００ｍ
Ｊ／ｃｍ２の光量を照射、次いで２００℃３０分加熱により形成した。膜厚は、画素上で
ほぼ１．２～１．５μｍであった。
　次に、柱状スペーサーを、感光性樹脂を用いて、定法であるフォトリソグラフィー法と
エッチングにより、赤画素同士に挟まれたブラックマトリクス上に、ほぼ３．７μｍの高
さで形成した。
　なお、柱状スペーサーの位置は、必要に応じて任意に設置すればよい。
　また、柱状スペーサーでなく、球状のボールスペーサーを用いてもよい。
　この場合、印刷やインクジェット法等により、ブラックマトリクス上に選択配置するこ
とが望ましい。
　また、本実施例では、ブラックマトリクスは、ＴＦＴ基板の走査電極３４と重なる領域
に形成し、異なる色が隣り合う画素間は、それぞれの色を重ねるように形成したが、この
領域にブラックマトリクスを形成してもよい。
【００６１】
　次に、ＴＦＴ基板、ＣＦ基板上に、モノマー成分として、４，４´－ジアミノアゾベン
ゼンと４，４´－ジアミノベンゾフェノンをモル比にして６：４で混合したジアミンと、
無水ピロメリット酸と１，２，３，４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物をモル比
にして１：１で混合した酸蒸す異物からなる歩リアミック酸ワニスを印刷形成し、２３０
℃で１０分の熱処理を行い、約１００ｎｍの緻密なポリイミド膜からなる配向膜２２，２
３を形成し、直線偏光である紫外線を基板に対してほぼ垂直な方向から照射した。
　なお、第２の実施例の配向膜は、直線偏光した紫外線照射によって、偏光面に対して直
交する方向に液晶配向能を付与できる材料であればよく、特に限定はない。
【００６２】
　光源には、高圧水銀ランプを用い、干渉フィルタを介して、２００から４００ｎｍの範
囲の紫外線を取り出し、石英基板を積層したパイル偏光子を用いて、偏光比約１０：１の
直線偏光とし、２３０℃、約１．２Ｊ／ｃｍ２の照射エネルギーで照射した。
　第２の実施例においては、液晶の初期配向状態、すなわち電圧無印加時の配向方向は、
図１０に示す信号電極３６の方向となるので、照射する偏光面は、基板の長辺側、すなわ
ち図１０の走査電極３４の方向である。
　第２の実施例においては、光官能性の配向膜を用いたが、ラビング法によって形成する
配向膜であってもよい。
【００６３】
　次に、これらの２枚の基板をそれぞれの液晶配向能を有する配向膜２２，２３を有する
表面を相対させて、周辺部にシール材を塗布し、液晶パネルを組み立てた。
　封入した液晶組成物は、誘電率異方性が正で、その値が１０．２（１ｋＨｚ、２０℃）
であり、屈折率異方性が０．０７５（波長５９０ｎｍ、２０℃）のネマティック液晶であ
る。
　液晶パネル基板の外側に、偏光膜を直交となるように貼付し、駆動回路、光源ユニット
などを接続して液晶モジュールとし、液晶表示装置を得た。光源ユニットの構成は、光源
として三波長蛍光管を１６本用いて直下型とした。
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【００６４】
　光源上に拡散板、集光フィルム、拡散シートを配置した。なお、第２の実施例では、視
野角補償用の光学フィルムは用いていないが、光学フィルムを用いても、本実施例の色素
膜の効果は得られる。
　なお、光源ユニットの構成は、本実施例に限定されない。拡散シートだけでなく、集光
シートや偏光変換層による光利用効率向上シートを用いる構成であってもよい。
　また、光源では、蛍光管の場合、熱陰極管、冷陰極管のどちらであってもかまわないし
、発光ダイオードや、有機ＥＬ等を光源として用いてもよい。直下型でなく、サイドライ
ト型とする場合には、導光板を用いればよい。
【００６５】
　この液晶パネルの前面側に通常用いられるヨウ素延伸型偏光板を貼付した。もちろん、
染料を用いた延伸型偏光板を用いても差し支えない。
　液晶パネルの背面側（光源側）に添付した偏光層は、複合偏光層であり、ヨウ素延伸型
偏光層の上に、インダンスロン誘導体、ペリレンテトラカルボン酸のジベンズイミダゾー
ル誘導体、ペリレンテトラカルボン酸誘導体をスルホン酸化し、クロモニック液晶相を発
現するリオトロピック液晶相として、剪断応力を用いて塗布、乾燥した色素層を形成した
偏光板とした。色素層の乾燥後の膜厚は約１８０μｍである。アクリル系の感圧接着剤を
用いて、色素層と液晶パネルを貼り付けた。
【００６６】
　第２の実施例では、図９に示すように、液晶パネルの前面側偏光板に通常用いられるヨ
ウ素延伸型偏光板を、液晶パネルの背面側（光源ユニット側）に、ヨウ素延伸型偏光層１
２と負の一軸性を示す偏光層１３からなる偏光膜を用いた。
　偏光層１３は、シクロオレフィンポリマーからなる透明フィルムに作成した。インダン
スロン誘導体、ペリレンテトラカルボン酸のジベンズイミダゾール誘導体やナフタレンテ
トラカルボン酸誘導体をスルホン酸化し、クロモニック相を発現するリオトロピック液晶
相として、剪断応力を用いて塗布、乾燥後、塩化バリウム水溶液によってイオン交換によ
り不溶化して形成した。
　乾燥後の膜厚は、約１５０μｍである。この層とヨウ素偏光層をアクリル系感圧接着剤
を用いて、吸収軸が平行となるように貼り合わせて、複合偏光層を形成した。シクロオレ
フィンポリマーは、面内、厚み方向ともに複屈折性をほとんど示さないものをベースフィ
ルムとして用いた。
【００６７】
　次に、本実施例で作成した液晶表示装置について、コントラスト比の測定を行った。こ
の結果、正面方向のコントラスト比が８００であり、φ＝θ＝４５°におけるコントラス
ト比は７５０を保持した。θ＝０°においては、φ＝７０°においてもコントラスト比１
７０を保持した。また、全方位、極角方向に於いて、最小となるコントラスト比は、θ＝
４５°、φ＞７０°において８０の部分を生じた。
　また、黒表示に於いて、φ＝θ＝４５°における色度について、ＣＩＥ１９７６ｕ’ｖ
’均等色空間の定義に於いて、正面の色度座標からの二色間の距離Δｕ’ｖ’で示すと、
その値は０．００７であり、人間が色の変化を視認する０．０２より非常に小さい。
【００６８】
《第３の実施例》
　本発明の第３の実施例である液晶表示装置の製造について、図１２を参照して説明する
。
　本発明の第３の実施例においては、第１の実施例、第２の実施例における横電界モード
（ＩＰＳ）液晶表示装置と異なり、垂直配向モード（ＰＶＡ）液晶表示装置において、複
合偏光層を２枚用いる構成としている。
【００６９】
　図１２において、カラーフィルター側の基板３２は、厚さ０．７ｍｍの基板３２上に、
連続スパッタリングによって、クロムを１６０ｎｍ、酸化クロム膜を４０ｎｍの厚さで成
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膜し、ポジ型レジストを塗布、プリベーク、露光、現像、エッチング、剥離、洗浄の工程
を経てブラックマトリクスを形成した。
　次に、三色のカラーレジストを用いて、定法であるフォトリソグラフィー法に従い、塗
布、プリベーク、露光、現像、リンス、ポストベークの工程を経て、カラーフィルターを
形成した。
　第３の実施例においては、青が３．２μｍ、緑が２．７μｍ、赤が２．４μｍとしたが
、膜厚は所望の色純度、もしくは液晶層厚に対して適宜合わせればよい。
【００７０】
　次に、ＩＴＯをスパッタにより、厚さ１４０ｎｍで真空蒸着し、２４０℃９０分加熱に
より結晶化、フォト工程、エッチング処理により、共通電極３３のパターンを形成した。
　共通電極３３の開口部は、画素電極３５の開口部を中心に挟む。
　次に、柱状スペーサーを、感光性樹脂を用いて、定法であるフォトリソグラフィー法と
エッチングにより、青画素素同士に挟まれたブラックマトリクス状に、ほぼ３．５μｍの
高さで形成した。
【００７１】
　アクティブマトリクス基板として、厚さ０．７ｍｍの基板３１上には、Ｍｏ／Ａｌ（モ
リブデン／アルミニウム）からなる走査電極（ゲート電極）３４（図示せず）を形成した
。
　同層に、保持容量電極を、クロムやアルミニウムで形成してもよい（図示せず）。これ
らを被覆するようにゲート絶縁膜３７が形成され、第２の実施例と同様に信号電極（ドレ
イン電極）３６と薄膜トランジスタ（図示せず）を形成した。それらを被覆するように保
護絶縁膜３８が形成され、その上に開口パターンを有する画素電極３５をＩＴＯで形成し
た。
　なお、ＩＴＯはＩＺＯなどの透明導電材料を用いてもよい。対角３２インチ、画素数Ｗ
ＸＧＡのアクティブマトリクス基板を構成した。
【００７２】
　ＴＦＴ基板、カラーフィルター基板に垂直配向膜２２，２３をそれぞれ形成した。基板
の周辺部にシール剤を塗布し、負の誘電率異方性を有するネマティック液晶をＯＤＦ法に
よって滴下封入し、液晶パネルを組み立てた。
　複合偏光膜を液晶パネル基板に直交するようにそれぞれ貼付した。その後、駆動回路、
光源ユニットなどを接続して液晶モジュールとし、液晶表示装置を得た。なお、正の一軸
性偏光層は、通常のヨウ素延伸型であって、トリアセチルセルロースをネガティブＣプレ
ートとして液晶層の視野角を補償する偏光層を用いた。
　次に、本実施例で作成した液晶表示装置について、コントラスト比の測定を行った。こ
の結果、正面方向のコントラスト比が１８００であり、φ＝θ＝４５°におけるコントラ
スト比は８００を保持した。
　全方位、極角方向に於いて、最小となるコントラスト比は、θ＝４５°、φ＞７０°に
おいて７０の部分を生じた。
【００７３】
　また、黒表示に於いて、φ＝θ＝４５°における色度について、ＣＩＥ１９７６ｕ’ｖ
’均等色空間の定義に於いて、正面の色度座標からの二色間の距離Δｕ’ｖ’で示すと、
その値は０．００６であり、人間が色の変化を視認する０．０２より非常に小さい。
　なお、第３の実施例においては、ＩＴＯの切りかけパターンを用いたＰＶＡモードの液
晶表示装置を用いたが、カラーフィルター基板に突起を設けるＭＶＡ方式の場合には、Ｉ
ＴＯ形成後、突起のプロセスを経てから柱状スペーサーの工程に進む。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
　本発明は、液晶表示装置全般に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
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【図１】本発明による液晶表示装置の構成の一例を示す模式断面図である。
【図２】極角、方位角、吸収軸の定義を表す図である。
【図３】正の一軸性を示す偏光層の定義を表す図である。
【図４】負の一軸性を示す偏光層の定義を表す図である。
【図５】本発明による液晶表示装置の使用形態の一例である一画素付近の模式断面図であ
る。
【図６】本発明による液晶表示装置の使用形態の一例であるアクティブマトリクス基板の
一画素付近の模式図である。
【図７】本発明による液晶表示装置の使用形態の一例であるアクティブマトリクス基板の
一画素付近の模式図である。
【図８】本発明による液晶表示装置の使用形態の一例であるカラーフィルター基板の一絵
素付近の模式図である。
【図９】本発明による液晶表示装置の使用形態の一例である一画素付近の模式断面図であ
る。
【図１０】本発明による液晶表示装置の使用形態の一例であるアクティブマトリクス基板
の一画素付近の模式図である。
【図１１】本発明による液晶表示装置の使用形態の一例であるカラーフィルター基板の一
絵素付近の模式図である。
【図１２】本発明による液晶表示装置の使用形態の一例である一絵素付近の模式断面図で
ある。
【符号の説明】
【００７６】
１１…………………………上偏光層
１２…………………………正の一軸性を示す偏光層
１３…………………………負の一軸性を示す偏光層
１４…………………………液晶パネル
１５…………………………光源ユニット
１６…………………………光学シート
２１…………………………液晶層
２２，２３…………………配向膜
３１，３２…………………基板
３３…………………………共通電極（コモン電極）
３４…………………………走査電極（ゲート電極）
３５…………………………画素電極(ソース電極)
３６…………………………信号電極（ドレイン電極）
３７…………………………絶縁膜
３８…………………………保護絶縁膜
３９…………………………層間絶縁膜
４０…………………………薄膜トランジスタ
４１…………………………半導体膜
４２…………………………カラーフィルター（着色）層
４３…………………………オーバーコート層
４４…………………………ブラックマトリクス
４５…………………………スルーホール
４６…………………………共通電極配線
４７…………………………柱状スペーサー
４８…………………………画素電極配線
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